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自宅で過ごしながら楽しむ工夫として、屋内やベランダなどでキャンプ気分を味わう
”おうちキャンプ”が注目されている。

一方、炭起こしや、あぶり調理時などに使用されるガストーチの事故が散見されている。

そこで、市場から製品を購入して実施した安全性に関するテスト結果について紹介する。

内 容

ベランダでのバーベキューのイメージ
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１．背景について
・事故の事例と傾向
・安全規格
・安全性
・課題

２．調査の内容と結果について
・燃焼試験
・構造確認
・配合分析

３．まとめと今後について

発表の概要

独立行政法人 製品評価技術基盤機構
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１．背景について
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ガストーチとは

カセットボンベ
カセットこんろで使用されるものと同じ

火力調節ダイヤル （バルブ部）

バーナー部

点火スイッチ

接続部
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事故事例① 異常燃焼（海外製）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

事故品で食材の表面をあぶっていたら本体が突然炎に包まれた。

ガストーチを大きく傾けたため燃料が液体のまま噴出して異常燃焼したと推定

なぜ？
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事故事例② 接続部から出火（海外製）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

Ｏリングの寸法が合っていないため、生じた隙間からガスが漏れたと推定

石けん水が泡立ち
→ ガス漏れ

外郭の樹脂を外してボンベに接続

接続部

事故品を使用中に接続部から突然出火した。

Ｏリングが小さいため隙間がある

なぜ？



8

事故事例③ 火力調節ダイヤルから出火（海外製）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

事故品を使用中に火力調整ダイヤルから突然出火した。

ここから出火

事故品 同等品

Ｏリングの外径が小さいためガスが漏れたと推定

火力調整部のＯリング外径

事故品： ６ .８ ｍｍ
同等品： ７ .２ ｍｍ

Ｏリング

なぜ？
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ガストーチ火災の傾向

製品起因の事故が増えているが、事業者の協力が得られないものもあり、
設計不良か製造不良か判断できずに原因不明となったものが多い。

製品起因の事故が増えている
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ガストーチの安全規格

民間の基準（任意）

日本ガス機器検査協会が製品認証を昨年から開始。
「ガストーチ検査規程」

課題
・安全設計にすることで原価が上がる。
・認証を得るための必要経費が加わり、原価が上がる。
・強制ではないため、認証を得なくても流通させることができる。

認証を得ていないものの中には事故リスクの高い製品もあるため、
消費者が価格のみで判断すれば、事故リスクの高い製品が選ばれる可能性もある。

ＪＩＳ規格等の公的な基準

なし
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欠陥の考え方

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

この法律において「欠陥」とは、製造物の特性、その通常予見される使用形態、
その製造業者等が当該製造物を引き渡した時期その他の当該製造物に係る事情を
考慮して、当該製造物が通常有すべき安全性を欠いていることをいう。

製造物責任法（ＰＬ法） 第2条第2項

正常使用

非常識な
使用

通常有すべき安全性
製品での安全確保が
要求される。

通常予見される使用形態

社会的に許容される行為

合理的に予見可能な
誤使用

物を手に持ったままガストーチで
あぶったら火傷した。

使用時にガストーチを大きく
傾けたら異常燃焼した。

１００％消費者の責任。

合理的に予見可能な誤使用についても、事業者が安全対策しなければならない。
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通常有すべき安全性

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

スリーステップメソッド（ＩＳＯ／ＩＥＣ ガイド５１、ＪＩＳ Ｚ ８０５１）

第一段階：本質的安全設計を行う。
・製品に危険な部位や物質が存在しない設計をする。

第二段階：保護対策をする。
・やむを得ず製品に危険な部位や物質が存在する場合は、
ガードや保護装置（安全装置）を取り付ける。

第三段階：消費者に危険性を周知する。
・本質的安全設計や保護対策ができない場合、残存リスクについて
本体表示や取扱説明書で注意、警告する。

取扱説明書は，設計上の欠陥を補うものであってはならない。
（ＩＳＯ／ＩＥＣガイド３７、ＪＩＳ Ｓ ０１３７：消費生活用製品の取扱説明書に関する指針）

技術的対策ができるにもかかわらず怠っていれば、注意警告表示があっても、
通常有すべき安全性を欠いている（製品の欠陥）と判断されることがある。

技
術
的
対
策
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ガストーチの課題

公的な規格がないため、不安全な製品も流通している。

海外製品（輸入品）での火災事故が増えている。

インターネットショップから購入された製品の事故調査では、

販売店が不明であったり、協力が得られなかったりして、

輸入事業者までたどり着けないことが多い。

輸入事業者が特定できなければ、再発防止の対応が難しい。
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２．調査の内容と結果について
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調査内容

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

【 目的 】

日本製と海外製について、技術面から比較して問題点を明確化する。

【手法 】

①合理的に予見可能な誤使用
実際に想定される使われ方での挙動を比較する。

②取扱説明書の確認
消費者へのリスクの伝わりやすさを比較する。

③分解調査
構造の違いを比較する。

④燃焼試験
耐久性を比較する。

⑤配合分析
ガス漏れを防ぐＯリング（ゴム）の成分を比較する。
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サンプル

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

１７８０円 ２６８０円 ３２８０円

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ

９８０円 １４７０円 １１５０円

海外製は日本製よりも価格が安い
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ガストーチとカセットボンベの接続

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

切り欠き

ガストーチの突起をカセットボンベの
切り欠きに合わせると正常に接続できる。

カセットボンベ
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ガストーチをカセットボンベに固定する回転角度

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ

海外製は日本製に比べて固定する回転角度が小さい。
→ バーナー部に物が当たると接続部が容易に緩む可能性がある。

切り欠き 切り欠き 切り欠き

切り欠き 切り欠き 切り欠き

１８０度以上回転



日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ
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燃焼試験（直立）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

いずれのサンプルも正常に燃焼した。



日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ
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燃焼試験（直立から前へ９０度傾ける）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

前へ９０度傾けると、海外製のサンプルＤとサンプルＦが異常燃焼した。



日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ
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燃焼試験（直立から横へ９０度傾ける）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

横へ９０度傾けると、海外製のサンプルＤとサンプルＦが異常燃焼した。
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異常燃焼とカセットボンベ構造の関係

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

液体燃料

気体

ガストーチは様々な向きで使用できるため、ボンベを傾けた際に
管の入口が液面よりも下になると、燃料が液体のまま放出される。

切り欠き

接続時はボンベが水平になるが、

切り欠きが上側でないと接続できないため、
燃料が液体のまま放出されることはない。

カセットこんろとの接続状態



23独立行政法人 製品評価技術基盤機構

バーナーを垂直（鉛直）状態にすると
カセットボンベは水平にならない。

ボンベ内に液体燃料が多く残っていると、
管の入り口が液面よりも下になるため、
燃料が液体で放出される。

液体燃料

垂
直

水平ではない

異常燃焼とカセットボンベ構造の関係
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取扱説明書の注意警告表示

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

日本語で記載 日本語で記載 日本語で記載

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ

英語のみで記載 英語のみで記載 英語のみで記載

海外製は、英語を理解できない人に対して効果が乏しい。



日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

気化器あり 気化器あり 気化器あり

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ

気化器なし 気化器あり 気化器なし
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構造確認 バーナー部

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

直立から９０度傾けた際に異常燃焼したサンプルＤとＦには、
気化器が装備されていない。



日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

Ｏリング３個 Ｏリング３個 Ｏリング１個

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ

Ｏリング２個 Ｏリング２個 Ｏリング２個

26

構造確認 バルブ部（火力調節ダイヤル）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

日本製のサンプルＣ以外はＯリングが２個以上付いている。



日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

Ｏリング２個 Ｏリング２個 Ｏリング２個

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ

Ｏリング１個 Ｏリング１個 Ｏリング１個
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構造確認 カセットボンベとの接続部

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

接続部のＯリングは、日本製が２個使われているのに対し、
海外製は１個である。

上部

下部

上部

上部

下部

上部

下部

上部上部
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接続部でのＯリングの効果

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

日本製は上部と下部の二段階でガス漏れを防いでいる。
海外製は上部のみでガス漏れを防いでいる。

日本製

海外製

Ｏリング



日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ
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耐久燃焼試験後のサンプル（直立でカセットボンベ６本燃焼）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

海外製のサンプルＤ以外は異常なし。
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本体から炎が出て燃え上がったサンプルＤ

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

消火後のサンプルＤ

試験条件
・１日にカセットボンベ１本を消費
・燃料が尽きたら翌日まで放置

６日目（カセットボンベ６本目）の燃焼時、
燃料を３／４程度消費した時点で本体が
燃え上がった。

接続部から漏れたガスに引火
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Ｏリングの配合分析 （純ゴムの定性）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

バルブ部 ＮＢＲ ＮＢＲ ＮＢＲ

接続部（上部） ＮＢＲ ＮＢＲ ＮＢＲ

接続部（下部） ＮＢＲ ＮＢＲ ＮＢＲ

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ

バルブ部 ＮＢＲ ＮＢＲ ＮＢＲ

接続部（上部） ＮＢＲ ＮＢＲ ＮＢＲ

いずれのＯリングも、ＬＰガスで膨潤しにくい仕様である。
→ ＬＰガス耐性がある。

フーリエ変換赤外線分光分析 （ＦＴ－ＩＲ）

いずれのＯリングも、純ゴムはＮＢＲ（ニトリルゴム）である。
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Ｏリング（バルブ部）の可塑剤含有量

独立行政法人 製品評価技術基盤機構
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サンプルA サンプルB サンプルC サンプルD サンプルE サンプルF

バルブ部

初期
燃焼後

重
量
部
（
ｐ
ｈ
ｒ
） 日本製：サンプルＡ、Ｂ、Ｃ

海外製：サンプルＤ、Ｅ、Ｆ

青色：初期
赤色： ガストーチ燃焼後

（カセットボンベ６本使用）

海外製は寸法変化しやすい。

海外製は、可塑剤の添加量が多く、使用に伴って可塑剤が大幅に減少するものがある。

分析方法：ＪＩＳ Ｋ ６２２６を準用（製品安全センターで実施）
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Ｏリング（バルブ部）の可塑剤と加硫促進剤の定性

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

日本製

配合剤 サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

可塑剤
アジピン酸エステル

アロマ油
アジピン酸エステル

アロマ油
アジピン酸エステル

アロマ油

加硫促進剤
チアゾール系

ジチオカルバミン酸系
チアゾール系

ジチオカルバミン酸系
ジチオカルバミン酸系

海外製

配合剤 サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ

可塑剤
フタル酸エステル
パラフィン油

フタル酸エステル
パラフィン油

フタル酸エステル
パラフィン油

加硫促進剤 ジチオカルバミン酸系
チアゾール系

ジチオカルバミン酸系
ジチオカルバミン酸系

高分解能ガスクロマトグラフ質量分析 （ＮＩＴＥ バイオテクノロジーセンター 解析技術課で実施）

海外製は、日本製よりも可塑剤が減少しやすいと考えられる。

・海外製は、可塑剤の種類が日本製と異なっている。
・パラフィン油は、高温環境下でアロマ油よりも揮発しやすい。
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Ｏリング（接続部（上部））の可塑剤含有量

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

日本製：サンプルＡ、Ｂ、Ｃ
海外製：サンプルＤ、Ｅ、Ｆ

青色：初期
赤色： ガストーチ燃焼後

（カセットボンベ６本使用）

海外製は、可塑剤の添加量が多く、
使用に伴って可塑剤が大幅に減少するものがある。

分析方法：ＪＩＳ Ｋ ６２２６を準用（製品安全センターで実施）
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日本製

サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

可塑剤
アジピン酸エステル

アロマ油
パラフィン油

アジピン酸エステル
アロマ油
パラフィン油

アジピン酸エステル
アロマ油
パラフィン油

加硫促進剤 ジチオカルバミン酸系 ジチオカルバミン酸系 ジチオカルバミン酸系

海外製

サンプルＤ サンプルＥ サンプルＦ

可塑剤
フタル酸エステル
アロマ油
パラフィン油

フタル酸エステル
アロマ油
パラフィン油

フタル酸エステル
パラフィン油

加硫促進剤 チアゾール系 不明 ジチオカルバミン酸系

高分解能ガスクロマトグラフ質量分析 （ＮＩＴＥ バイオテクノロジーセンター 解析技術課で実施）

サンプルＤとＦは、モノスルフィド架橋を狙った加硫促進剤ではない。
→ ポリスルフィドの比率が増えるため架橋が緩くなり、可塑剤が揮発しやすい。

Ｏリング（接続部（上部） ）の可塑剤と加硫促進剤の定性

海外製には、日本製よりも可塑剤が減少しやすいものがあると考えられる。
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Ｏリング（接続部（下部））の可塑剤含有量

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

燃焼前後で可塑剤の含有量は変化していない。

分析方法：ＪＩＳ Ｋ ６２２６を準用（製品安全センターで実施）
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日本製：サンプルＡ、Ｂ、Ｃ

青色：初期
赤色： ガストーチ燃焼後

（カセットボンベ６本使用）
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日本製

配合剤 サンプルＡ サンプルＢ サンプルＣ

可塑剤
アジピン酸エステル

アロマ油
パラフィン油

アジピン酸エステル
アロマ油
パラフィン油

アジピン酸エステル
アロマ油
パラフィン油

加硫促進剤 ジチオカルバミン酸系 ジチオカルバミン酸系 ジチオカルバミン酸系

高分解能ガスクロマトグラフ質量分析 （ＮＩＴＥ バイオテクノロジーセンター 解析技術課で実施）

Ｏリングの配合として妥当である。

Ｏリング（接続部（下部） ）の可塑剤と加硫促進剤の定性
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Ｏリングの充填剤含有量（ＪＩＳ Ｋ ６２２６を準用）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

日本製：サンプルＡ、Ｂ、Ｃ
海外製：サンプルＤ、Ｅ、Ｆ

青色：初期
赤色： ガストーチ燃焼後 （カセットボンベ６本使用）

海外製は日本製よりも粗悪である。

海外製
・充填剤の添加量が多い。
・使用に伴って充填剤が減少するものがある。
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重
量
部
（
ｐ
ｈ
ｒ
）
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量
部
（
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ｈ
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）

充填剤の種類
カーボンブラック、炭酸カルシウムなど

分析方法：ＪＩＳ Ｋ ６２２６を準用（製品安全センターで実施）
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アロマ油、パラフィン油及びカーボンブラックの特徴

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

名称 特徴 主成分の化学構造の例

パラフィン油 主成分は飽和炭化水素

アロマ油 主成分は芳香族炭化水素

カーボンブラック
不飽和炭素で多数の環が
構成された巨大分子

アロマ油はカーボンブラックと相性がいい
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ガストーチの燃焼によるＯリングの断面積変化

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

直径 断面積＝半径×半径×3.14
（半径＝直径÷２）

初期及びガストーチ燃焼後のＯリングを取り出し、
計測した直径から断面積を計算

・日本製のサンプルＣは、断面積が変化していない。
・海外製のサンプルＥは、バルブ部で断面積が大きく減少している。

バルブ部 接続部（上部） 接続部（下部）
Ａ -10 0 0
Ｂ -10 0 0
Ｃ 0 0 0
Ｄ -10 -10
Ｅ -36 -9
Ｆ -10 0

サンプル
断面積の変化（％）
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ＯリングのＪＩＳ規格（B 2401-1：2012）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

・材料は、種類と物性値のみが指定されており、添加剤については決まりがない。
・海外製で部品をＪＩＳに適合させるか否かは、海外事業者の価値観に依存する。

材料に関する内容 物性値に関する内容
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海外製ガストーチの流通ルート

独立行政法人 製品評価技術基盤機構

ネットモール事業者に欠陥情報を提供し、掲載中止等で協力してもらうのが有効

海外の大手卸売モール（ネット問屋）

手続き代行業者

日本の販売店（複数）

海外の販売店（複数）

日本のネットモール事業者

日本の消費者

発注

発注

発注 納品

出品 商品の保管委託

出品 商品の保管委託
（輸入）

代行発送注文

直接発送
海外から直接発送

（輸入）

・同一商品であっても、輸入事業者が複数存在することになる。（個人輸入もある。）
・輸入者が多いだけでなく、規制もないため、全ての輸入者に働きかけるのは困難。

輸入事業者

納品

納品（輸入）

納品（輸入）

発注

依頼
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３．まとめと今後の対応
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まとめ

●背景

・近年、海外製のガストーチで火災事故が増えている。

・ガストーチは公的な規格がないため、流通品の中には不安全なものがある。

・インターネットで販売される輸入品は、出品者の協力が得られない場合が多く、
再発防止対応が難しい。

●海外製ガストーチの特徴

・取扱説明書で使用時の注意警告内容が日本語で書かれていないものがあり、
消費者にリスクが伝わらない。

・傾けるとバーナー部から燃料が液体で放出される、物がバーナー部に当たると
接続部が容易に緩む可能性があるなど、通常予見される使用形態に対して、
安全設計になっていないものがある。 （通常有すべき安全性を欠いている。）

・Ｏリングが縮みやすい（断面積が小さくなる）ため、継続使用でガスが漏れて
出火する可能性がある。

・日本製よりも安価なため、消費者に選ばれやすい傾向がある。
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情報共有

①プレスリリースや動画配信（ＹｏｕＴｕｂｅ等）で消費者へ注意喚起する。

②事故が多発している製品の情報をネットモールの運営事業者へ提供し、

掲載中止等の対応を促す。

③調査結果を経済産業省へ情報提供し、対応を協議する。

今後の対応



https://www.nite.go.jp/jiko/

ご清聴ありがとうございました
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